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【川西市環境基本計画の基本理念】

(１) 協働での取り組み

環境の保全と創造に関する取り組みは、市、市民及び事業者など、構成するすべての主

体の参画と協働のもとに推進されるべきこと。

（２） 自然環境への配慮

猪名川や北部山間地域を含む多様な生態系及び自然環境に配慮し、人と自然との共生

を図るべきこと。

（３） 良好な生活環境の確保と継承

すべての市民が健康で文化的な生活を営むことができる静かでやさしく、暮らしやすい

良好な環境を確保し、これを将来の世代へ継承していくべきこと。

（４） 歴史・文化の継承

地域における歴史的・文化的環境の保全に配慮し、次世代へ継承すべきこと。

（５） 地球環境の保全

環境資源の適正な管理及び循環的な利用を図ることにより、環境への負荷の少ない持

続的に発展することが可能な社会の実現をめざし、もって地球環境の保全に貢献すべきこ

と。
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【環境基本計画の概要】

川西市環境基本計画は、川西市環境基本条例の「基本理念」を実現していくための計

画として、平成19年度からスタートしています。

川西市環境基本計画は、川西市民が、将来にわたっても健全で豊かな自然環境、生活

環境、歴史的・文化的環境、地球環境を享受できるようにしていくために、今ある環境

を守り育てていくとともに、積極的により豊かな環境になるように整えていき、将来世

代へ継承しようとする計画です。

【環境基本計画の構成】

環境基本計画の構成は、環境基本条例に基づき下記とおりとしています。

基 本 理 念

川西市の環境目標像

取り組みの基本方針

環境施策体系 環境配慮指針

計 画 の 推 進

（環境施策の進行管理） （自発的な取り組みの推進）

【環境基本計画で対象とする環境の分野】

環境基本計画では、対象とする環境の分野を下記とおりとしています。

環 境 分 野 環 境 分 野 の 主 な 対 象

自 然 環 境 緑化、水辺、動植物の生息環境

生 活 環 境 公害、アメニティ、都市景観、環境美化、循環型社会形成等

歴史的･文化的環境 歴史資源、文化資源、環境教育の取り組み等

地球温暖化、オゾン層破壊、酸性雨、有害物質の拡散、エネ
地 球 環 境

ルギー枯渇等
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【川西市の取り組む４つの環境目標像】

私たちは、先人たちが伝えてきた、里山・猪名川水系を中心とする多様な生物の棲む

自然環境を再生し、生活環境を育み、人びとが豊かさを実感し、快適な都市生活を享受

できる、市民中心の環境共生都市をめざします。その中でも「清流猪名川の再生」を重

点的取り組みとします。

自然環境
◇猪名川を中心に命の循環する自然環境を守り育てるまち

市の中心部を南北に流れる猪名川と周囲の山々からの流

れ込む水は、多くの動植物や人々の暮らしを育んできまし

た。自然の生き物たちとともに生きる豊かでやさしい自然

環境をみんなで守り育てていけるまちにしましょう。

猪名川

生活環境
◇静かでやさしく、暮らしやすいまち

市民の健康で豊かな生活を阻害する公害問題を解消し、

静かでやさしく、人々が安心して暮らしていくことのでき

る美しいまちをみんなで協力してつくっていくまちにしま

しょう。

ごみ学習会

歴史的・文化的環境
◇太古の昔から編み続けられる歴史・文化環境を継承するまち

歴史や文化は、まちのアイデンティティ。源氏発祥の地、

日本一の里山、近郊住宅都市、いろいろな場所に残る歴史･

文化を大切に、また、活用を図っていけるまちにしましょ

う。

多田神社

地球環境
◇将来世代の環境を守るためにできることから取り組むまち

地球温暖化、オゾン層破壊、有害物質の拡散、酸性雨、

資源やエネルギーの枯渇等、将来世代の環境を損なう地球

規模での問題に、身近なことから一つひとつ取り組んでい

けるまちにしましょう。

久代浄水場 太陽光発電
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【取り組みの基本方針】

環境目標像に示す取り組みがほんとうに実行されているまちにしていくためには、市

だけが施策として取り組むのではなく、市民及び事業者が自らの問題として、日常的に

環境保全への取り組んでいる姿勢や努力が欠かせません。

環境施策の策定及び実施は、環境基本条例第3条の基本理念にのっとり、次の事項を

基本的な方針として、施策相互の有機的な連携を図りつつ、総合的かつ体系的に進めま

す。

(1) 河川、森林などの自然環境を適正に保全し、人と自然との共生を図ること。

(2) 公害を防ぎ、大気、水、土壌などを良好な状態に保持することにより、良好

な生活環境を保全すること。

(3) 地域の特性を活かした良好な都市景観の形成、歴史的・文化的環境の保全と

活用などにより、快適な都市環境を創造すること。

(4) 廃棄物の発生・エネルギーの消費を抑制し、環境の保全と創造を図ることに

より、地球環境の保全を推進すること。

環境目標像の実現に向けた取り組みのあり方

市が中心となって進める環境施策の取り組み

環

境

目 市民
標 協働での取り組み 市

像

の

実 事業者
現

市･市民･事業者で取り組む環 境 配 慮 指 針
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【環境施策と環境配慮指針】

環境基本計画では、環境を良くしていくための取り組みとして、市を中心に皆様の協力を
得ながら取り組んでいく、市の「環境施策」と、市の直接的実施や規制･誘導によらずに、
市民や事業者に自発的に取り組んでいただきたい項目を「環境配慮指針」としました。今日
の環境問題は幅広い課題をかかえ、これまでのように市だけが取り組んでいるのでは、成果
を挙げることのできない問題が多くなっています。

自然環境

《 市が中心となって進める 環境施策 》

◎自然に親しみ、学ぼう
○学校や幼稚園、保育所で、自然に親しむ学習を進めます
○自然観察会や野鳥観察会などの活動を広めます

◎猪名川を中心とする生態系の保全に向けて､多様な生物の生息環境を守り、再生させよう
○生物の生息環境に配慮したまちづくりを進めます
○動植物の育つ環境の再生に取り組みます

◎自然環境を守りそだてる仕組みづくりを行おう
○里地・里山の環境保全活動を進めます
○農林業の振興を進めます

《 市･市民･事業者で取り組む 環境配慮指針 》
○家庭や職場など生活空間にできるだけ緑を増やす
○宅地の造成や建物の建設を行うときは、もとの地形や昔からある樹木を大切にする
○里地･里山や猪名川水系を大切にして、多様な生物の生息環境を壊さない
○里地･里山環境を守る活動に参加する
○できるだけ地元の農産物を食べる

生活環境

《 市が中心となって進める 環境施策 》

◎きれいで静かなまちをつくろう
○環境美化活動を推進します
○交通マナーを守るまちづくりを進めます

◎安全で安心して暮らせるまちをつくろう
○公害のないまちをつくります
○化学物質による影響の少ないまちをつくります
○公共交通の利用を促進します

◎豊かさを実感できる快適な都市環境をつくろう
○都市景観形成を推進します
○水や緑の豊かな市街地整備を進めます

《 市･市民･事業者で取り組む 環境配慮指針 》
○道路や公園でのポイ捨てをしない
○いつでも、どこでも、自分からクリーンアップ作戦を行う
○大気汚染を起こす自動車や工場の排出ガスを減らす
○農薬や化学物質の安易な使用は行わない
○だれもが安心して通ることのできる快適な道を守る
○周りの景色や彩りを考えた美しいまちにするよう配慮する
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歴史的・文化的環境

《 市が中心となって進める 環境施策 》

◎川西市の歴史や文化を再発見しよう
○歴史･文化資産の調査研究を進めます
○歴史･文化資産の再発見事業を行います

◎歴史･文化の息吹の感じられるまちにしよう
○歴史･文化資産の保護と活用を進めます
○芸術･文化活動の支援を行います
○都市間交流を進めます

《 市･市民･事業者で取り組む 環境配慮指針 》

○歴史や伝統、昔の生活の知恵を子どもたちに伝える
○歴史や文化を伝えるまちの雰囲気を育てる
○歴史や文化遺産を大事にする
○源氏発祥の地･川西市を全国に発信する

地球環境

《 市が中心となって進める 環境施策 》

◎省資源･リサイクルに積極的に取り組もう
○省資源の取り組みを進めます
○廃棄物の減量に向けてリユース、リサイクルを促進します

◎化石エネルギーの消費削減に取り組もう
○省エネルギーを計画的に進めます
○新エネルギーの導入を促進します

◎地球環境の汚染を防ごう
○ダイオキシンなどの有害化学物質の発生を抑制します
○成層圏オゾン層を守ります

《 市･市民･事業者で取り組む 環境配慮指針 》
○ごみになるものを売ったり、買ったりしない
○リサイクルされた商品やリターナブル容器の商品を使う
○電気やガス、ガソリンなどの消費量を削減する
○新エネルギーの導入を進める
○廃棄物の適正処理を行う
○エアコンなどに含まれるフロンの処理を適正に行う

日本一の里山（一庫･黒川地区）
著書「ふしぎの博物誌」の中に、日本一の里山について、兵庫県立人と自然の博物館の服部

先生の記述があり、日本一の里山としている根拠として、次の四点があげられています。
① 北摂地域の木炭や里山について、古文書を始めとして古書籍、伝承などのたくさんの記録
が残されており、他地域の木炭や里山ではこのような多くの文献がないこと。

② 国内のほとんどの里山が放置されている中で、一庫、黒川一帯の里山は茶道文化と結びつ
いて現在も里山として利用されており、室町時代以来の里山景観（「輪伐」：森林の一部分
ずつを毎年順次に切り取ること）を見ることができること。

③ 江戸時代の古書籍にも記されている台場クヌギという特殊な仕立て方のクヌギが現在も利
用されており、このような仕立て方の里山が利用されているのは当地域だけであること。

④ 当地域の里山にはオオクワガタ、オオムラサキなどたくさんの昆虫も生息しており、生物
多様性の非常に高い地域であること。
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【取り組みの紹介】

市民･市民団体等の取り組み
市民のみなさまが取り組んでおられます環境配慮への活動について、H20年7月1日か

ら25日まで、市の広報紙やホームページ等で募集しました。応募のありました活動報告

について、下記のとおり紹介します。

応募いただいた取り組み以外にも、各コミュニティや各自治会、市内事業者、環境団

体等では、さまざまな環境に関する取り組みをされていますが、今回、応募のありまし

た取り組みを多くの方々に知っていただき、川西の環境を身近に感じ、考え、行動する

きっかけになればと思っています。市では、今後、この報告書を充実させ、情報発信の

一部にしていきたいと考えています。

自然環境
◇猪名川を中心に命の循環する自然環境を守り育てるまち

北陵コミュニティでは、子ども達の自然へのふれあいの場として、毎年春･秋に日本の里

山原風景と言われる黒川地区近隣の小川や野山にて植物観察や生き物とのふれあいを通じて

自然保護の大切さ、いのちの大切さを体験してもらうイベント企画を、市教育委員会の先生

方のご指導のもと実施しています。

山桜を守る会ＩＮ川西の団体では、3年前から、柳谷地区の山桜を守るため、巻

き付いている蔦や茂りすぎた近くの竹を除去したり、柳谷川に「ホタル」を復活させ

るため、川を覆っている草や木を取り除く作業をしており、今年は何匹かの「ホタル」

が確認できました。

国土南花屋敷自治会では、川西地区の雨水が下水管を通し

て宝塚側の水路の口谷川に流入しています。川底に泥の溜まるゴ

ミの多いこの川を「口谷川を野鳥が飛来する澄んだ流れの川にす

る活動」として、平成18年から、この川の清掃活動を毎月2回以上

に増やし、最明寺川へ合流する約360ｍ区間を状況に応じて、水の

流れを変える作業や周辺の草刈り等を実施してきました。

この結果、砂地を澄んだ水が流れる川となり、鷺や鴨が飛来し、

メダカも見られる、眺めていて気持ちが和む状態に変わってきて

います。現在、下流で行われている、公共下水道の改修工事には、

違和感を感じています。 口谷川の清掃

川西コミュニティでは、平成19年11月10日に園児、小学生を対象に猪名川河川敷において、

「第1回、猪名川自然体験ランド」を開催しました。保護者を含め、約50名が参加され、水生

生物取りや河原での昆虫採集に興じ、一日を楽しく有意義に過ごしました。

また、猪名川阪急陸橋の下流約70ｍ地点のワンド状の場所では、コイの餌付け場があり、散

歩中に立ち寄る方も増え、市民の憩いの場として定着しつつあります。
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「流域ネット猪名川」では、活動目的として、猪名川流域の住民･企業･行政が手をつな

ぎ、猪名川クリーン作戦を実施したり、自然や環境について学習しながら、猪名川に親しみ

猪名川に関心を持つ人を増やし、多様な生き物が棲める清流の復元をめざしています。

そのためには、猪名川の現状を知り、猪名川へ関心を持つ人を増やし、不法投棄対策等に

ついて、猪名川流域全体の住民･企業･行政の継続した協働の取り組みにしていく活動をして

います。

2008年1月26日にアステホールにおいて『第3回猪名川を活かしたまちづくりフォーラム～

子どもも一緒にまちづくり～』をNPO法人「川西再発見」と共催し、230名の参加者があり

ました。

また、2月10日には『第6回猪名川ク

リーン作戦』を猪名川町、川西市、池

田市、伊丹市、尼崎市、豊中市の猪名

川流域15ヵ所で実施しました。参加者

は571名で、約4トンのゴミを収集し、

各自治体や河川管理者等へ処理を依頼

しました。

（川西市では、積雪のため、2月11日

に実施）

猪名川の景観を守る会では、平成9年の会発足以来、会の目的である「河川改修で失われ

る河畔林や動植物の保全‥‥‥」のため、行政との話し合い、河川の清掃、水生生物の観察な

どの活動を現在もしている。

5月～7月は、ゲンジボタルの観察や水生生物観察会（参加者約40名）を実施。12月～2月は、

塩川の清掃（9名）や文殊橋上流の大路次川竹林整備（延べ14名）などの他、毎月1回、猪名

川のゴミを拾う会と連携し、清和苑下の猪名川沿いの清掃を11年間続けている。

こうした私達の長年の積み重ねが、今、流域ネット猪名川ともつながり、猪名川や支流の

塩川の「生態系」や「改修工事」にも関心を持って貰えるよう活動している。

棚田の風景 里山の保全活動
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生活環境
◇静かでやさしく、暮らしやすいまち

湯山台自治会の認定団体「湯山台フラワーグルー

プ」では、16名のグループ員が、花と緑あふれる住み

よい街づくりをめざして、公園や街路の花壇に花木を

植栽しています。

住民から花苗･種子の提供を呼びかけ、住民参加を目

指すとともにやグループ員による、種子からの花苗の

育成をしています。

また、松食い虫で枯れた松の植栽地に菜の花、ひま

わり、コスモス、さつき等の花木の植栽をしています。 あじさい、ひまわりの植栽

清和台コミュニティでは、幼稚園、小･中学校の児童･生徒を対象に夏休み中に「環境、防

犯、防災」に関するポスターを募集し、描いてもらっています。

昨年度は、320枚強のポスターが集まり、すべて秋の地域文化祭で掲示後、地域内での啓発

ポスターとして、一年間掲示しています。作品は、「犬のフン」や「ポイ捨て」に関するもの

が最も多く、地域の環境美化に一役買っています。

なお、優秀作品は、校内表彰や掲示をしています。

国土南花屋敷自治会では、「最明寺川右岸道路を“

花のみち”にする活動」を行っており、最明寺大橋か

ら宝塚市側への約360ｍの間は、散歩･ウォーキングを

される多くの人たちが両側の花を楽しまれています。

川側は、川西市緑化協会のグループ（グリーン

フラワーグループ12名）として整備し、季節に応じ

た植え込みや維持管理をしています。

駐車場側には、平成19年5月「花いっぱい大作戦」に

11名が登録し、新設の大小プランター24基に年間を通

じて、花が見られる道にするよう、日常的に維持管理 花いっぱい大作戦のプランター

をしています。

また、宝塚市側の自治会とも仲良くし、花壇の境界が見分けられない状態に繋がっています。

両者共に犬の糞と花に対するいたずらが絶えないことに心を痛めており、道往く人が素直に楽

しみ、最低限のマナーを守ってくれるよう願っています。

天王宮自治会では、桜並木植栽ゾーンの花壇全長約250ｍを自治会内部の「花植

えサークル」のフラワーメイトを中心に日々の花植え、水やり、土壌改良、雑草

抜き及び枯れ木等の処理をしており、住民の憩いの場として定着するよう日夜奮闘努

力しています。

春･秋のクリーンアップ以外にも、年2回、夏草が繁殖する時期に楠木公園、旧天王

宮公園跡地、市営団地周辺の草刈りや草抜きを有志により実施しています。

また、タバコのポイ捨て看板の設置等についても努力しています。
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スポーツクラブ２１加茂では、7月と12月の年2回、加茂小グランドと加茂小第二グラン

ド及び第二体育館とその周辺を一斉に草刈りや溝掃除をしています。参加者約150名で回収す

るゴミの量は、市販されているゴミ袋で約300個にもなります。

また、加茂ふれあい会館周辺とグランド外周道路は、各登録グループが活動日の終了後、清

掃及び草刈りを行っています。

けやき坂自治会の美化ボランティア及びその他の会員は、通学路沿いの植え込みが、

子供の背丈ほどになる雑草に覆われたり、小学校付近の地下通路に落ち葉がたくさん積もるの

を見て、除草や清掃をされています。

また、バス停の近くに住むボランティアの方が各々、自主的に清掃をしたり、タバコのポイ

捨て禁止などの啓発活動もしています。バス周回路沿いの雑草の除草やゴミの回収及び路側帯

に溜まった落ち葉の回収を行っており、最近では、活動範囲を広げ県道篠山線までしています。

けやき坂自治会では、県の補助を受け、シラカシ公園に桜･モミジを植え、将来

は住民が憩い集える公園にするため、年6回、全住民による公園清掃を行うなど、街

の美化と樹木の育成に努めています。

また、小学校･公園を重点に防犯パトロールを行い、併せて、空き缶やゴミ等の回

収をするとともに全ゴミステーションにカラスネットを配布し、カラス被害に対応し

ています。

川西コミュニティでは、平成20年2月11日に猪名川クリーン作戦実行委員会主催のもと、

決められた拠点のドラゴンランド周辺より、最明寺川までの河床のゴミ拾いを実施しました。

また、校区内の河川敷及び遊歩道（天王宮～小花ドラゴンランド周辺）のゴミ及び犬のフン

回収を連日、早朝から行っています。そのほか、河川敷にてのバーベキュー時に発生するゴミ

の不法投棄について、各実施場所ごとに啓発活動を実施しました。

フリーマーケット＆リサイクルランド クリーンアップ大作戦
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歴史的･文化的環境
◇太古の昔から編み続けられる歴史・文化環境を継承するまち

芋生自治会、若宮自治会では、神社やお宮の歴史･文化を守ると共に、社内外や参道の

清掃等の維持管理を毎月交代で行うなどしています。

また、市のクリーンアップ作戦時に全域と芋生川の除草･清掃を行っています。

けやき坂コミュニティ及びけやき坂小学校ＰＴＡでは、5年生を中心に自分たちで作

った米のワラを用いて、伝統的な「しめ縄飾り」を作り、正月や「しめ縄飾り」の意味につ

いても学習しました。部材の「ウラジロ」も校区内に自生しているものを使い、ワラの活用

やワラ綯（な）いの技法に、昔の人々の知恵や工夫、自然とともに生きる生活感、自然の恵

み等について学びました。なお、芋生地区の農家の協力で田んぼの提供を受け、5年生が体験

学習として毎年米作りをしており、今後も地域の慣例行事としてゆく予定です。

しめ縄飾り制作風景

一庫の炭作り おもろ能
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地球環境
◇将来世代の環境を守るためにできることから取り組むまち

川西市の小戸に住む我が家の屋根には、1998年から「太陽光発電パネル」を搭載

している。発電した電力は、我が家で消費し、余剰分は、関西電力に買って貰ってい

るおかげで、電気代はかなり安くあがっている。設置費用は、かなり高額であったが、

国からの補助金を一部利用しました。

また、買い物時には、ポリ袋を貰うと処分に困ることもあり、昔からエコバックを

使用しています。

清和台自治会では、古紙回収の積極的な推進活動として、小･中学校ＰＴＡ、幼

稚園保護者会、子ども会の皆さんと地域内をブロックに分け、各ブロックごとに、

月2回の曜日を決めて、新聞、雑誌、段ボール、アルミ缶の回収を行っています。

川西友の会は、中央公民館の登録グループで、主婦の立場からエネルギーの使い方を考え

ています。電気、ガス、水道、灯油、ガソリンの使用量とＣＯ2排出量を記録し、過去の実績

と比較することで、地球温暖化防止の取り組みをしています。

他の家庭生活でも工夫を共有することを進め、その結果、川西友の会全体では「前年比マ

イナス3％」となりました。

また、調理の際、料理等を加熱沸騰させた後、火から下

ろした鍋に綿入りの袋（帽子）をかぶせて保温することで、

素材がやわらかく煮え、ガスや電気の使用量が減って、時

間や経済的にも節約できます。これらの実践や啓発のため、

公民館等で行われる催しの際にパネル展示等の啓発活動も

行っています。

その他にも段ボール箱に腐葉土とモミガラくん炭を混

ぜ、その中に台所から出る生ゴミを混ぜていく方法で、ゴ

ミの減量と堆肥を作っています。

兵庫県地球温暖化防止活動推進員の活動の一環として、11月5日～7日に市役所1階の市民

ギャラリーにおいて、地球温暖化防止に関するパネル展示「地球温暖化の現状･将来と市民の

皆様ができる対策」を行い、すぐにできる家庭での取り組み等の啓発活動を行いました。

また、平成20年3月9日にみつなかホールで開催された川西市主催の「環境市民会議」におい

ても講演させていただきました。
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行政の取り組み
本市で取り組んでいる環境施策及び環境関連事業につきましては、大部分を１５ペー

ジ以降に載せておりますが、ここでは、その一部を紹介します。

自然環境

【自然ふれあい講座】

川西市の豊かな自然を活用し、自然体験活動を行う 芋生川ジャコとり探検隊

ことによって、自立心や忍耐力、協調性を養うととも

に、生命や自然への畏敬の念をもって、自然と調和し

て生きていくことの大切さを感じ取れる青少年の育成

を図っています。

平成19年度、自然ふれあい講座等の活動としては、

①石道のゲンジボタル観察会、②鳥脇山源流探検～川

の始まりは～、③芋生川ジャコとり探検隊、④秋の虫

＆ほたるナイトウォーク、⑤川西縦断ハイキング、⑥

冬の里山舎羅林山の自然体験活動を展開し、延べ201名

が参加されました。

【桜の開花時期調査】 一庫ダム湖畔周辺の桜

自然に生息している植物や動物は、気候のわずかな

変動も感じ取り、季節ごとの情報を発信しています。

桜の開花日を観察することにより、気候変動という

現象を実感でき、地球温暖化と言った問題にも理解が

得られます。

平成12年から始めた桜の開花時期調査は、毎年公募

しており、平成19年の観察者数は89名、観察指定樹木

は105本となっています。平成19年度の川西市内の平均

開花日は3月28日となり､前年より5日早く咲きました。

生活環境

【ノーマイカー啓発事業】

毎月20日をノーマイカーデーとして、交通問題の改善と環

境負荷の低減をめざして取り組んでおります。市内事業者へ

の協力要請や広報及び横断幕等の掲示のほか、啓発の効果を

確認するため、交通量調査も行っています。

平成19年度の新たな取り組みとして、12月の環境月間では、

阪急バスの協力をいただいて、市内を走行する阪急バス20台

のフロントに、啓発用のバスマスクを掲げさせていただきま

した。平成20年度にも、6月と12月にバスマスクを取り付け

ていただきました。 阪急バスに取り付けたバスマスク
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歴史的･文化的環境

【イベント支援事業】

「源氏まつり」は、鎧･兜に身を固めた源氏ゆか

りの武者や馬上の巴御前、姫君、少年･少女武者な

どが、絢爛な時代絵巻を繰り広げる懐古行列を中心

としたイベントで、“源氏のふるさと川西”の歴史

や文化を広く市内外に発信しています。

主催は、川西市と川西市観光協会で行っています。

源氏まつり懐古行列

地球環境

【太陽光発電システム】

久代浄水場では、自然環境保護と省電力･省エネルギーの取り組みの一環として、平成17年

2月、久代浄水場の管理棟屋上に20kwの太陽光発電装置を設置し、場内消費電力の2～3％をま

かなっております。

また、浄水場の入口前に表示パネルを設置し、「現在の発電電力」「現在の日射量」などを

通行中の人に見えるようにしています。

浄水場屋上に設置された太陽光パネル 浄水場入口前に設置された表示パネル

【省資源･リサイクル学習会】 【省エネルギー推進事業】

私たちのくらしに切り離せないごみについて、 NEDOのエネルギー供給事業者

その現状や処理方法などを学び、ごみへの関心を 主導型総合省エネルギー連携推

高め、ごみの減量化やリサイクルを進めるため、 進事業に基づき、平成19年度は、

まちづくり出前講座「ごみ学習会」を開催してい 川西市と大阪ガス（株）が連携

ます。地域の団体やグループなどからの要望に応 して、エネルギーの消費量の低

じて職員が地域に出向き、実施します。 減と環境負荷の低減を目的とし

学習会は、紙芝居やスライド、実物ごみなどを た、省エネルギータイプのエコ

使って楽しく学べるよう、年齢や希望にあわせた ウィル等の導入費用の一部を補

プログラムを提供しています。 助する推進事業を行い、

平成19年度の開催回数は44回、参加者数は子ど 98件の導入がありました。

もが1,807人、おとなが896人、計2,703人となっ

ています。
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【施策の進行管理と評価】

市が取り組んでおります、環境施策や環境関連事業について、平成19年度は、進行管理の

対象とした施策や事業は、90事業とし、指標としましては、108項目設けました。

評価にあたっては、年度目標に向けて、実施すべき環境施策や環境関連事業が実施された

か、達成すべき年度目標値に向けてどの程度達成しているか、新しい取り組みが出てきてい

るかなどについて検討しました。

年度目標値を掲げている環境施策及び関連事業については、下記の４段階で評価をして

おります。

備考： 平成19年度の目標値を以外にも、個別の計画や川西市後期基本計画によって、

平成21年度又は平成24年度の目標値を掲げているものについても、進捗状況を見

るため、平成19年度時点での評価を行っています。

◎ 達 成 年度目標値の100％以上達成

○ 概 ね 達 成 年度目標値の80～99％達成

△ 部分的に達成 年度目標値の50～79％達成

× 未 達 成 年度目標値の50％未満

－ 新規事業や年度目標値が未設定のもの

また、新規事業や年度の数値目標が定められていないものについては、環境学習、環境美

化活動、省エネ･省資源、リサイクルなどの環境に配慮した取り組みでありますが、評価に

難しい面がありますので、上記による評価は行っておりません。ただし、前年度実績値のあ

るものについては、平成19年度実績値との増減比較を行っております。

◎総合評価の概要
年度目標値に対する評価の結果は、数値目標のある72項目の内、達成又は概ね達成が63項

目となっており、部分的に達成が8項目、未達成が1項目となっています。

平成24年度目標値に対しては、目標年度までの達成に向けて引き続き取り組みます。

なお、平成19年度に設定された数値目標37項目は、全てにおいて、達成又は概ね達成とな

っています。

自然環境
自然環境に関する市での取り組みは、17の環境施策･関連事業を掲げ、23の項目を設けま

した。年度目標値に対する評価の結果は、数値目標のある19項目の内、達成又は概ね達成が

14項目となっており、部分的に達成が5項目となっています。

生活環境
生活環境に関する市での取り組みは、30の環境施策･関連事業を掲げ、34の項目を設けま

した。年度目標値に対する評価の結果は、数値目標のある25項目の内、達成又は概ね達成が

23項目となっており、部分的に達成が1項目、未達成が1項目となっています。

歴史的･文化的環境
歴史的･文化的環境に関する市での取り組みは、9の環境施策･関連事業を掲げ、15の項目

を設けました。年度目標値に対する評価の結果は、数値目標のある11項目の内、全ての項目

が達成又は概ね達成となっています。

地球環境
地球環境に関する市での取り組みは、34の環境施策･関連事業を掲げ、36の項目を設けま

した。年度目標値に対する評価の結果は、数値目標のある17項目の内、達成又は概ね達成が

15項目となっており、部分的に達成が2項目となっています。

（詳細については、次ページの「環境関連施策･事業の進行管理評価シート」を参照）
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